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宗谷教職員組合 
 
〒  稚内市緑２丁目４－２１ 宗谷教育会館 

 

「宗谷情報」 Ｎｏ．10 平成２７年９月１９日発行 
発行責任者：髙 一伸 

２０１５年９月１９日、「安全保障関連法案」は国会で可決・成立しました。国民の圧倒的

な声を無視し、国会手続きも、日本国憲法のもとでの違憲性をも無視する政府の姿勢と、「安

全保障関連法案」成立に強く抗議します。 

今国会で最大の焦点として扱われた「安全保障関連法案」は、衆議院・参議院の審議を通

して、法案整備を行う必要性が示されることはありませんでした。それどころか、審議をす

ればするほど日本国憲法に照らした違憲性が明らかになりました。６月４日に行われた衆議

院憲法審査会では、与党が推薦した有識者を含め３人全員が、集団的自衛権の違憲性を訴え

ました。「安全保障関連法案」は戦後歴代内閣が認めていない、海外で戦争に参加するための

ものであり、日本国憲法が示す「戦争放棄」を無視し、私たち国民の平和のうちに生存する

権利を奪うものです。 

また、国会の議論においても非常に大きな問題があります。９月１２日～１３日に行われ

た世論調査では、国会での審議が尽くされていないとの考えが７５％、今の国会で成立させ

る必要はないとする考えが６８％にものぼりました。しかし、そうした声を無視するかのよ

うに９月１４日の参議院特別委員会で安倍首相は「支持が広がっていないのは事実。法案が

成立し、時を経る中で理解は広がっていく」という発言しているように、国民世論を一切無

視する考え方には納得することができません。また、９月１７日に行われた参議院特別委員

会における強行採決は、議事進行のルールを無視し、ウソと暴力で強行したという暴挙は許

すことができません。 

こうした状況のもとで、無力感や悲壮感だけでなく、「民主主義」への希望も生まれていま

す。「安全保障関連法案」によって、立憲主義・国民主権といった日本国憲法のもとで与えら

れる権利を再認識し、国民世論を高める運動が広がっています。９月１５日に行われた中央

公聴会では、ＳＥＡＬＤｓで活躍する大学生の奥田愛基さんが「私たちを含め、これまで政

治的無関心と言われてきた若い世代が動きはじめている。誰かに言われたからとか、どこか

の政治団体に所属しているからとか、いわゆる動員的な発想ではない。この国の民主主義の

あり方について、この国の未来について主体的に一人一人、個人として考え立ち上がってい

るのです」と話しています。８月３０日の全国的な行動では、国会前に１０万人以上、道内

でも５０か所以上で１１，０００人以上が集ったといいます。 

「安全保障関連法案」が可決された今、即時に戦争が起こるわけではありません。しかし

そうして、法律の意図を入れさせないためには、私たち国民が立ち上がり、この法案に対す

る抑止力を全国津々浦々で発揮することが不可欠です。日本国憲法の三原則、立憲主義、そ

して議会制民主主義が守られ、豊かに生かされるよう努力をする取り組みが必要です。そし

て、未来を生きる子どもたちに平和な時代を託すために努力をしなければなりません。 

私たち教職員は、国民主権の立場から、父母・国民の付託を受けて教育を民主的に発展さ

せていく主体者です。この視点をもち、協力・協同して「民主的学校づくり」を進めること

は私たちの責務です。今こそ日本国憲法の理念が生きる学校づくりを豊かに進めましょう。

そして、同時に主権者として情勢を学び合いましょう。それぞれの職場・地域で憲法と平和

を守る取り組みを進めましょう。 

「安全保障関連法案」が可決されたことは、これらの運動のスタートラインです。「教え子

を再び戦場に送らない」のスローガンのもと、ここから大きな運動を創りましょう。 

 

２０１５年９月１９日 

宗 谷 教 職 員 組 合 
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宗
谷
教
職
員
組
合
で
は
、
九
月
一
四
日
か
ら
の
一

週
間
を
「
憲
法
と
平
和
を
守
る
取
り
組
み
」
を
集
中
的

に
行
う
期
間
と
し
、
各
分
会
・
各
支
部
で
の
取
り
組
み

を
行
う
こ
と
を
確
か
め
合
い
ま
し
た
。 

「
安
全
保
障
関
連
法
案
」
の
可
決
・
成
立
は
残
念
で

な
り
ま
せ
ん
が
、
こ
の
一
週
間
は
、
国
民
世
論
が
盛
り

上
が
り
、
野
党
が
国
会
内
で
与
党
と
激
し
く
攻
防
し

た
毎
日
で
し
た
。 

主
に
九
月
一
六
日
以
降
の
出
来
事
と
、
私
た
ち
宗

谷
教
組
の
ま
わ
り
で
の
運
動
に
つ
い
て
ま
と
め
ま

す
。
緊
急
声
明
と
合
わ
せ
て
読
ん
で
い
た
だ
け
れ
ば

と
思
い
ま
す
。 

 

地方公聴会 
夜、特別委開催の予定が… 
 

横浜での地方公聴会会場周辺にはたくさんの抗議の人が集まる。国会

前でも座り込み行動が。こうした世論の声に押されて、野党が奮闘。夕方

開催予定だった特別委員会は深夜まで開催できず、翌日となった。 

（写真提供：㊧戦争させない！９条壊すな！総がかり行動実行委員会／㊨道教組・椙木康展書記長） 

 

特別委員会で採決 
 

鴻池委員長に対する不信任動議が提出され、委員長職を与党理事に委

嘱。不信任動議が否決され、鴻池委員長が委員長席に戻る。 

戻ったとたんに、もみあいに。この中で強行採決がされる。議事録は、

速記が止まった状態のまま「議場騒然 聴取不能」とあり、採決について

は書かれていないという。 

 

参議院本会議／衆議院本会議 
 野党が問責決議などを相次いで提出し、抵抗する。 

参議院で議長に対する不信任決議案、安倍首相の問責決議案を審議し、

共に否決。 

衆議院で内閣不信任決議案を審議、否決。 

参議院で鴻池委員長に対する問責決議案を審議、否決。 

１８日は、１０時に参議院本会議がスタート。２３時に休憩に入る。 

 

参議院本会議 

日付が変わって、午前０時１０分か

ら本会議で安全保障関連法案を審議。

午前２時１８分に可決される。 

国会前のデモは、電車が動き出す朝

５時まで続いたという。 

１９日は、道内でも集会が行われま

した。写真は、札幌での「「戦争をさせ

ない北海道総がかり行動」が行われ、

宗谷からは山本民先生が参加。 

宗谷教組の取り組み 
【与党議員に対する抗議ＦＡＸ】 

ひとつの分会で何枚も書いてくれた分会もありまし
た。全部で５０通。みなさんの声を届けました。 
 
【各支部情報による取り組み】 
宗谷教組本部の「分会情報・支部情報で、みんなで学
ぼう」という提起を受けて、中頓別・浜頓別・利尻・
稚内の各支部が支部情報を発行しました。 
 

【ピースウォークわっかないの街頭宣伝】 
ピースウォークわっかないが、１５日から１８日の昼と夜、西條の
前で街頭宣伝をしました。宗谷教組本部から内藤や山本が参加。木
曜日夕方の街頭宣伝では、へき複大会で稚内に来られていた全釧路
教組・斎藤先生も駆けつけてくれました。（写真提供：全釧路教組・斎藤鉄也先生） 

 

【稚内支部が、戦争反対アピール行動】 

稚内支部が、１９日夕方にデモ行進を実施。稚内支部・豊富支部か

ら１７名が参加しました。 

お
よ
そ
３
日
間
、
国
会

は
め
ま
ぐ
る
し
く
動
き

続
け
ま
し
た
。
そ
の
３
日

間
の
様
子
が
少
し
で
も

伝
わ
る
よ
う
に
…
と
こ

の
宗
谷
情
報
の
裏
面
の

特
集
を
組
み
ま
し
た
。 

学
校
で
働
い
て
い
る
と
、
子
ど
も
と
一
緒
に

い
る
間
は
、
社
会
の
動
き
か
ら
断
絶
さ
れ
ま

す
。
き
っ
と
、
教
室
で
子
ど
も
た
ち
と
過
ご
し

な
が
ら
も
、「
国
会
が
気
に
な
っ
て
…
」
と
い
う

方
も
い
た
こ
と
で
し
ょ
う
。
そ
れ
ぞ
れ
が
自
分

の
持
ち
場
で
が
ん
ば
り
な
が
ら
、
そ
れ
で
い
て

民
主
的
な
社
会
の
有
り
様
を
模
索
す
る
…
と

い
う
の
は
本
当
に
難
し
い
こ
と
で
す
。 

な
い
と
う
は
、
専
従
と
い
う
立
場
か
ら
、
こ

の
３
日
間
の
ほ
と
ん
ど
の
時
間
、
国
会
を
み
な

が
ら
過
ご
し
ま
し
た
。
一
六
日
深
夜
の
委
員
会

が
開
か
れ
な
い
状
況
で
は
、
デ
モ
の
コ
ー
ル
が

国
会
内
ま
で
届
い
て
い
た
と
い
い
ま
す
。
そ
し

て
そ
れ
が
野
党
の
原
動
力
に
な
っ
た
と
い
い

ま
す
。
国
民
の
声
と
国
会
が
つ
な
が
っ
た
瞬
間

と
い
え
る
で
し
ょ
う
。 

声
明
に
書
い
た
よ
う
に
、
こ
れ
か
ら
の
長
い

運
動
の
ス
タ
ー
ト
ラ
イ
ン
に
み
ん
な
で
つ
き

た
い
と
思
い
ま
す
。
九
月
一
九
日
を
、
み
ん
な

で
一
緒
に
学
び
、
考
え
合
う
き
っ
か
け
に
し
た

い
で
す
。
（naity

） 

解説 


